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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第43期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第42期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 1,556,889 6,576,697

経常利益（千円） 28,622 461,205

四半期（当期）純利益（千円） 25,702 125,532

純資産額（千円） 3,352,211 3,366,852

総資産額（千円） 4,431,808 4,665,867

１株当たり純資産額（円） 842.46 846.76

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
6.53 31.91

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ －

自己資本比率（％） 74.8 71.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△106,523 159,141

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△45,958 526,541

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△51,302 △48,324

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
1,840,744 2,044,529

従業員数 （人） 417 386

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 417 (552)

　（注）１．従業員数は、就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載

しております。

２．従業員数が前連結会計年度末に比べ31名増加（8.0％増）した主な理由はシステム開発事業の新規採用によ

るものであります。

(2）提出会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 335 (362)

　（注）１．従業員数は、就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載

しております。

２．従業員数は就業人員であり、使用人兼務役員２名を含んでおります。

３．従業員数が前事業年度末に比べ28名増加（9.1％増）した主な理由はシステム開発事業の新規採用によるも

のであります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

金額（千円）

情報処理サービス事業 402,734

システム開発事業 837,974

アッセンブリー事業 52,038

合計 1,292,746

　（注）１．各セグメントの生産高については、製造原価によっております。

２．上記金額には消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第１四半期連結会計期間の受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

受注高
（千円）

受注残高
（千円）

システム開発事業 1,036,287 723,559

合計 1,036,287 723,559

　（注）１．システム開発事業以外については、継続業務が大半であり、業務も多岐にわたり、受注高を把握する事が困難

なため、システム開発事業についてのみ記載しております。

２．上記金額には消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

金額（千円）

情報処理サービス事業 457,397

システム開発事業 948,320

アッセンブリー事業 151,171

合計 1,556,889

　（注）１．当第１四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のと

おりであります。

相手先

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

金額（千円） 割合（％）

ピー・シー・エー㈱ 262,513 16.9

 本田技研工業㈱ 161,819 10.4

２．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

平成16年6月16日当社は、財団法人日本情報処理開発協会とプライバシーマーク使用契約を締結しております。

相手方の名称 契　約　内　容 有　効　期　限 審査した指定機関

財団法人日本情報処理開発

協会

同協会が設置及び運営する

プライバシーマークの通常

使用権

平成20年６月16日から

平成22年６月15日

社団法人　情報サービス産

業協会

　（注）上記については第42期有価証券報告書提出日現在（平成20年６月25日）においては更新申請の審査中で、有効期

限の更新審査終了時までの延長の適用を受けておりましたが、平成20年７月16日に更新の認定を受けました。

３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

　(1）業績の状況

　当第１四半期におけるわが国経済は、原油、原材料価格の高騰やサブプライムローン問題による金融システムの

混乱が見られ、景気の後退感が強まり、先行き不透明な状態となりました。

　当社グループの属する情報サービス分野においても、企業業績の鈍化に伴い情報技術に対する投資は、延期、規

模縮小など抑制傾向になってきており、業界内での競争は一段と厳しさを増しております。

　この結果、当第１四半期における売上高は1,556,889千円、営業利益は29,111千円、経常利益は28,622千円、四半期純

利益は25,702千円となりました。

　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

①　情報処理サービス事業

　情報処理サービス事業につきましては、引き続き生産管理体制の強化および業務効率の向上を図ってまいりま

したが、当初より見込んでいた新規案件の受注の遅れがありました。

　この結果、当第１四半期における売上高は、457,397千円、営業利益△10,818千円となりました。

②　システム開発事業

　システム開発事業につきましては、情報技術に対する投資の抑制傾向の中、主要顧客の案件の受注は順調に推移

いたしました。また、引き続き生産性重視の受注政策を徹底し、経験者の積極的な採用による開発体制の充実を図

りました。

　この結果、当第１四半期における売上高は948,320千円、営業利益21,647千円となりました。

③　アッセンブリー事業

　アッセンブリー事業につきましては、主要顧客からの受注は順調に推移いたしました。

　この結果、当第１四半期における売上高は151,171千円、営業利益18,282千円となりました。

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税金等調整前四半期純利益

が38,622千円となり、賞与引当金の減少119,629千円、無形固定資産の取得による支出41,957千円、配当金の支払額

51,142千円により、当第１四半期連結会計期間末には1,840,744千円となりました。その結果資金残高は、前連結会計

年度末に比べ203,784千円減少となりました。

　当第１四半期における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動に使用した資金は106,523千円となりました。これは主に賞与引当金の減少119,629千円、売上債権の減少

171,529千円、たな卸資産の増加80,927千円、法人税等の支払額110,548千円等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動に使用した資金は45,958千円となりました。これは主に、無形固定資産の取得による支出41,957千円によ

るものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動に使用した資金は51,302千円となりました。これは主に配当金の支払額51,142千円によるものでありま

す。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

システムズ・デザイン株式会社(E05469)

四半期報告書

 5/20



第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設についての重要な変

更は、次のとおりであります。

　社内管理業務の効率化と内部統制の強化を目的とする業務管理社内システムを新設する計画については、システ

ム機能の見直し等により計画の一部を変更したため投資予定金額を、当初の75,051千円から94,317千円に変更しま

した。

　これにより同業務管理社内システムの完成予定年月も平成20年６月から平成20年７月に延期しております。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 15,760,000

計 15,760,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在発行数
（株）

（平成20年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,940,000 3,940,000 ジャスダック証券取引所 －

計 3,940,000 3,940,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年４月１日～

平成20年６月30日　
－ 3,940 － 333,906 － 293,182

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

　 平成20年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　6,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　3,933,500 7,867 －

単元未満株式 普通株式　　　　500 － －

発行済株式総数 3,940,000 －
－

－

総株主の議決権 － 7,867 －

②【自己株式等】

　 平成20年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

システムズ・デザイン㈱
東京都杉並区和泉一

丁目22番19号
6,000 － 6,000 0.15

計 － 6,000 － 6,000 0.15

　（注）当第１四半期会計期間末日現在の上記②「自己株式等」のシステムズ・デザイン㈱の「自己名義所有株式数」は

6,361株となっております。

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月

最高（円） 421 450 431

最低（円） 391 405 406

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,840,744 2,044,529

受取手形及び売掛金 923,618 1,095,147

商品 12,840 10,716

原材料 11,872 9,600

仕掛品 276,777 200,787

貯蔵品 2,274 1,733

その他 146,536 138,012

貸倒引当金 △558 △558

流動資産合計 3,214,106 3,499,968

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 323,572 315,415

減価償却累計額 △157,486 △153,907

建物及び構築物（純額） 166,086 161,508

機械装置及び運搬具 152,540 152,540

減価償却累計額 △138,005 △136,735

機械装置及び運搬具（純額） 14,534 15,804

土地 112,278 112,278

その他 151,199 142,090

減価償却累計額 △111,662 △108,103

その他（純額） 39,536 33,986

有形固定資産合計 332,436 323,578

無形固定資産

のれん 268,920 277,595

その他 114,934 82,268

無形固定資産合計 383,855 359,863

投資その他の資産

投資有価証券 104,013 83,317

繰延税金資産 124,557 128,219

その他 326,837 324,919

貸倒引当金 △53,999 △53,999

投資その他の資産合計 501,409 482,456

固定資産合計 1,217,701 1,165,898

資産合計 4,431,808 4,665,867
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 40,259 49,553

未払金 302,768 314,097

未払法人税等 16,186 116,194

賞与引当金 45,323 164,952

役員賞与引当金 4,904 21,815

その他 200,444 154,544

流動負債合計 609,886 821,157

固定負債

退職給付引当金 418,548 406,341

役員退職慰労引当金 51,162 71,515

固定負債合計 469,710 477,856

負債合計 1,079,596 1,299,014

純資産の部

株主資本

資本金 333,906 333,906

資本剰余金 293,182 293,182

利益剰余金 2,677,348 2,702,787

自己株式 △4,639 △4,479

株主資本合計 3,299,797 3,325,397

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 14,131 5,747

評価・換算差額等合計 14,131 5,747

少数株主持分 38,282 35,707

純資産合計 3,352,211 3,366,852

負債純資産合計 4,431,808 4,665,867

EDINET提出書類

システムズ・デザイン株式会社(E05469)

四半期報告書

11/20



（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日）

売上高 1,556,889

売上原価 1,256,354

売上総利益 300,534

販売費及び一般管理費 ※1
 271,423

営業利益 29,111

営業外収益

受取利息 155

受取配当金 496

不動産賃貸料 844

雑収入 697

営業外収益合計 2,193

営業外費用

不動産賃貸原価 1,182

投資事業組合運用損 1,500

営業外費用合計 2,682

経常利益 28,622

特別利益

投資有価証券売却益 9,999

特別利益合計 9,999

税金等調整前四半期純利益 38,622

法人税等 10,344

少数株主利益 2,575

四半期純利益 25,702
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 38,622

減価償却費 9,986

のれん償却額 8,674

投資有価証券売却損益（△は益） △9,999

賞与引当金の増減額（△は減少） △119,629

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △16,910

退職給付引当金の増減額（△は減少） 12,206

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △20,352

受取利息及び受取配当金 △651

投資事業組合運用損益（△は益） 1,500

売上債権の増減額（△は増加） 171,529

未払金及び未払費用の増減額（△は減少） △14,454

たな卸資産の増減額（△は増加） △80,927

仕入債務の増減額（△は減少） △9,293

その他 33,074

小計 3,374

利息及び配当金の受取額 649

法人税等の支払額 △110,548

営業活動によるキャッシュ・フロー △106,523

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △10,150

投資有価証券の売却による収入 10,000

有形固定資産の取得による支出 △6,429

無形固定資産の取得による支出 △41,957

貸付金の回収による収入 2,578

投資活動によるキャッシュ・フロー △45,958

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △51,142

その他 △160

財務活動によるキャッシュ・フロー △51,302

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △203,784

現金及び現金同等物の期首残高 2,044,529

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,840,744
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

会計処理基準に関する事項の
変更

重要な資産の評価基準及び評価方法の変
更
たな卸資産
　　通常の販売目的で保有するたな卸資産
については、従来、主として総平均法に
よる原価法によっておりましたが、当
第１四半期連結会計期間より「棚卸資
産の評価に関する会計基準」（企業会
計基準第９号　平成18年７月５日）が
適用されたことに伴い、主として総平
均法による原価法（貸借対照表価額に
ついては収益性の低下に基づく簿価切
下げの方法）により算定しておりま
す。
　　これによる、損益に与える影響はあり
ません。

【簡便な会計処理】

　
　
　

当第１四半期連結会計期間 
（自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日）

１．一般債権の貸倒見積高の

算定方法

　当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績

率等が前連結会計年度末に算定したものと

著しい変化がないと認められるため、前連

結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸

倒見積高を算定しております。

２．固定資産の減価償却費の

算定方法

　定率法を採用している資産については、連

結会計年度に係る減価償却額を期間按分し

て算定する方法によっております。

３．繰延税金資産及び繰延税

金負債の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関し

ては、前連結会計年度末以降に経営環境等、

かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化

がないと認められるので、前連結会計年度

において使用した将来の業績予測やタック

ス・プランニングを利用する方法によって

おります。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期連結会

計期間を含む連結会計年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に

当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含め

ております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）及び前連結会計年度末（平成20年３月31日）

　該当事項はありません。

（四半期連結損益計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

役員報酬 28,770千円

従業員給料手当 81,722千円

賞与引当金繰入額 6,782千円

役員賞与引当金繰入額 4,904千円

退職給付費用 7,094千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,147千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年６月30日現在）

　 （千円）

現金及び預金勘定 1,840,744

現金及び現金同等物 1,840,744

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  3,940,000株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式  6,361株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

 配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年６月24日
定時株主総会

普通株式 51,142 13.0  平成20年３月31日  平成20年６月25日
利益剰余

金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

　
情報処理
サービス事
業（千円）

システム開
発事業
（千円）

アッセンブ
リー事業
（千円）

計（千円）
消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 457,397 948,320 151,171 1,556,889 － 1,556,889

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － － －

計 457,397 948,320 151,171 1,556,889 － 1,556,889

営業利益又は営業損失（△） △10,818 21,647 18,282 29,111 － 29,111

　（注）１．事業は製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。

２．各区分に属する主要な製品は下記のとおりであります。

事業区分 主要製品

情報処理サービス事業 データソリューション、データ＆ライブラリー、システムオペレーション、Ｃ

ＴＩ

システム開発事業 ソフトウエア開発受託、システムコンサルテーション、システム導入・運用サ

ポート

アッセンブリー事業 パッケージソフトの製造配送

【所在地別セグメント情報】

　当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

【海外売上高】

　当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。

（有価証券関係）

　当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）

　前連結会計年度の末日に比べて著しい変動がないため、記載しておりません。

（デリバティブ取引関係）

　当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）

　該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期連結会計期間（自平成20年４月１日至平成20年６月30日）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 842.46 円 １株当たり純資産額 846.76 円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 6.53円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

四半期純利益（千円） 25,702

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 25,702

期中平均株式数（千株） 3,933

（重要な後発事象）

　当第１四半期連結会計期間（自平成20年４月１日至平成20年６月30日）

　該当事項はありません。

（リース取引関係）

当第１四半期連結会計期間（自平成20年４月１日至平成20年６月30日）

　前連結会計年度末に比べて著しい変動がないため、記載しておりません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月13日

システムズ・デザイン株式会社

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 岩崎　雅樹　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 植草　寛　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているシステムズ・デザイ

ン株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日

から平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあ

り、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、システムズ・デザイン株式会社及び連結子会社の平成20年６月30日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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